
 

 
 
 
障害のある幼児・児童・生徒等の特別な教育ニー
ズにこたえ、一人一人の能力や可能性を最大限に
伸長する多様な教育を展開する。 

 

 

 

Ⅰ 障害の重度・重複化、多様化に対応するためＬＤ等を

含む障害のある子どもたちの個に応じた指導を充実し

「特別支援教育」を推進 

 

Ⅱ 児童・生徒の特別な教育ニーズに対応するため、都と

区市町村が連携し、地域の実情に応じた「特別支援教育」

体制を充実 

 

Ⅲ 児童・生徒等の教育ニーズに応じた専門的指導を充実

するため、学校の専門性と教員の資質・専門性を向上

 

Ⅳ 児童・生徒等の多様な教育ニーズに対応するため、教

育環境の整備を推進           （ｐ１６）

 
 

 
 
 
 

◎小・中学校のＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症を

含む障害のある児童・生徒に対する新たな｢特別

支援教育｣体制の構築             

 

 
 
 
 
・ノーマライゼーションの進展 
・医療・科学技術の進歩 
・ライフステージ応じた支援体制の構築 
・障害者基本計画及び新障害者プラン 

   （ｐ１）

 

 

 

～エリア・ネットワーク構想～ 

地域（エリア）ごとに教育、医療・保健、福

祉、労働等の関係機関の連携による支援体制

（エリア・ネットワーク）を築き、東京都独自

の社会環境、教育環境を踏まえた迅速で総合的

な支援を行う。          （ｐ１９）

 

東京都の心身障害教育の現状と課題 

◎個別指導計画に基づく個に応じた指導を実施 
○盲・ろう・養護学校           （ｐ４）

・都立盲・ろう・養護学校 ５６校１分校 ７，４７３名 
・区立養護学校          ５校   ２０３名 
○小・中学校の心身障害学級       （ｐ１１）

・固定学級・通級学級  １，１４９学級 ８，０４５名 
 

◎課題 

・児童・生徒の障害の重度・重複化、多様化 

・盲・ろう学校の在籍者減と養護学校(知)の在籍者増 

・教員の専門性の向上と外部の専門性の活用 

・心身障害学級と通常の学級の連携 

・乳幼児期からの一貫した支援体制の構築 

・社会参加・自立に向けた教育の充実 

・地域と結びついた専門的な教育の充実 

・学校経営の改善   等           （ｐ４）

 

都独自の教育環境・社会環境 

・盲・ろう・養護学校や小・中学校の設置状況 

・対象児童・生徒数 

・医療・福祉等関係機関の設置状況 

・通信・交通網の状況 

・既存の心身障害教育体制 

 
 

改
善
の
方
向 

都独自の状況を踏まえた 

改 善 の 推 進（ｐ２） 

 

改 善 の 指 針 

障害のある子どもたちの教育を巡る 
諸情勢の変化 

障害のある子どもたちの 
新しい教育の方向 

文部科学省全国調査（Ｈ14.2～3） 
小・中学校の通常の学級の児童・生徒で 

学習面や行動面で著しい困難を示す者 
     ６．３％   （ｐ１２） 

改善のためのグランドデザイン 

改 善 の 理 念 

■ 一人一人のニーズに応じた教育の展開をめざして  ～東京都心身障害教育改善検討委員会中間まとめ～                                 平成１５年５月２９日 


